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表紙写真　大募集！
　センターニュースの表紙にあなたの撮った写真を載せませんか？
　写真とその表紙の説明（撮影した状況やその物の説明、言いたい事など
なんでも構いません）を付けて info@ks-dositu.or.jp にお送り下さい。
　採用された方にはちょっとしたお礼もございます。
　皆様のご投稿をお待ちしております。

　黒川ダムは、兵庫県中央部に位置する朝来市生野町に有る、ロックフィルダムである。
堤高は 98 ｍ、堤頂長は 325 ｍで発電や上水道及び工業用水を目的として、1970 年に着工され
1974 年に竣工された。
　完成当時の許可出力は 121 万 2000kw で日本最大で有ったが 1979 年に新高瀬川発電所（東京
電力・128 万 kw）が完成し一旦は日本一の座を明け渡すが。その後、発電能力を増強し現在は
認可出力 193 万 2000kwを稼働し揚水発電所としては、日本最大で有る。
　なお、ロックフィルダムの堤高日本一は、前述の長野県の高瀬ダム（176.0 ｍ）で、ダム全体
での堤高日本一は富山県の黒四ダム（186.0 ｍ）である。

（土質コンサル株式会社　飯野信雄　記）
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　2019 年 6 月より、（株）エイト日本技術開発関西支社の支社長に就任しました伊藤恭平です。
よろしくお願いします。
　関西で勤務するのは、2002 年以来で 17 年ぶりとなります。久しぶりに帰ってきた関西エリ
アは、「とても活気にあふれている」という印象です。関西に勤務した際に携わっていたプロジェ
クトで、「大阪湾岸道路西伸部」や「淀川左岸線」といった大型の道路プロジェクトが動き始
めており、非常にうれしく思っています。また将来的には、リニア中央新幹線や北陸新幹線の
整備、そして万博開催が決定しＩＲの誘致も進んでいます。インフラ整備を通じて、ますます
関西エリアが活性化することを期待したいと思います。

　私の地盤や土質との関わり合いは、杭基礎の限界状態に着目して阪神高速で旧梅田入路及び
岸和田旧港において実杭の水平載荷試験を実施したことがはじまりです。杭基礎の地震時の挙
動を解析的にフォローして、兵庫県南部地震後の道路橋示方書でその設計手法が取り入れられ
ました。
　一方、国道バイパスの高架橋設計において地質調査結果に基づいて場所打ち杭で設計したの
ですが、工事時に一部の場所で所定の杭長の半分足らずで支持層に到達し、全体の設計をやり
直すという冷や汗をかきました。これは、特に変化のない地形で、大まかな地質調査に基づい
て追加調査もしないで設計をしたミスです。この場所は埋立地で、よく確認するとその場所は
○島という地名があり、昔は島であったことが判明しました。地質調査及び土質試験の重要性
や全体の地質の把握という事が大切であることを痛感しました。

　さて、昨年度は中国支社副支社長として岡山で勤務しておりました。西日本豪雨に見舞われ、
本社ビル改築のための仮社屋で浸水被害に遭遇し、私の PC も水没するという被害にあいまし
た。岡山県内も小田川・砂川の破堤をはじめ甚大な被害が生じました。全社員をあげて災害復
旧に取組みましたが、復旧設計を進める際にもまず現地の状況把握と測量・地質調査が先で、
それを迅速に実施する事が全体の復旧に大いに寄与することが分かりました。災害時において
は、建設関連業全てが連携し、協力して早期復旧に向けて全力で取組む事が重要であると認識
しています。

　会社勤務 35 年の内、単身での生活が 20 年近くなりました。種々の課題や懸案事項を抱えて
いると心配なたちで、休日もつい会社に出向いてしまいます。働き方改革やワークライフバラ
ンスがまだまだ実践できていませんが、仕事の面でも余暇活用の面でも、関西エリアが活性化
することに寄与したいと考えています。

関西エリアの活性化を目指して

株式会社  エイト日本技術開発
関西支社長  伊藤　恭平
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　令和元年 10 月 28 日（月）14 時 30 分より、組合会議室において、理事 10 名が出席して開催
した。
定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。
 

 1 ）一般経過報告
  ９月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）９月分事業報告の件
 3 ）ジオ・ラボネットワーク経営懇談会・臨時会開催報告の件
 4 ）令和元年度利益予測の件
 5 ）その他の件

 1 ）第 40 期臨時総会議案書（案）承認の件
 2 ）第 40 期臨時総会当日のスケジュール及び担当（案）の件
 3 ）創立 40 周年記念事業の件
 4 ）その他の件
　　（1）組合ビジョンの件
　　（2）センター小委員会改選の件

定例理事会 Regular board of directors10月

［報告事項］

［審議事項］

定例理事会 Regular board of directors9月
　令和元年 9 月 26 日（水）15 時 00 分より、ガーデンシティクラブ大阪会議室において、理事
10 名が出席して開催した。
定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。
 

 1 ）一般経過報告
  ８月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）８月分事業報告の件
 3 ）第 40 期臨時総会特別講演会の件
 4 ）その他の件
　　（1）ジオ・ラボネットワーク経営懇談会・臨時会開催予定の件

 1 ）組合員新規加入賛助会員新規入会申し出の件
 2 ）創立 40 周年記念事業の件
 3 ）その他の件

［報告事項］

［審議事項］
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　令和今年 9 月 12 日～ 13 日に開催された、全地連「技術フォーラム 2019」岡山に参加しまし
たので、報告致します。
　私は「粒度調整方法の違いが三軸試験結果に与える影響（その 2）」を発表しました。この研
究を始めたのは、2 年ほど前に開催された教育・技術小委員会主催のミニ講習会で、礫補正をテー
マに研究し発表したことがきっかけでした。昨年は、さらに研究を進めた成果を技術フォーラ
ムで発表し、今回はさらに使用する試料や試験方法を追加する事により、考察する視野を広げ
て発表する事ができました。
　研究の内容は、数種類の異なる試料土を用いて①原粒度試料と、②せん頭粒度調整を行った
試料、③礫補間調整を行った試料、④相似粒度調整を行った試料の 4 試料を使用してそれぞれ
三軸試験を行い粒度調整方法の違いによる影響について検討しました。現段階では、粒度調整
の違いによる明確な傾向は得られていません。今後は、研究対象試料を限定し粒度分布だけを
変化させ、粒度調整の違いによる影響を検討し、さらに基礎研究を進めたいと考えています。
何年かかるか分かりませんが、この研究を確立させ業務に生かすことが出来ればと思っていま
す。
　又、他の試験組合の方々の発表も聴講することができ非常に勉強になりました。聴講させて
いただいた内容を業務に生かしていきたいと思っています。懇親会終了後もジオラボネット
ワークの皆様にはお世話になり有難う御座いました。お陰様でとても有意義な時間を過ごすこ
とが出来ました。
　最後に私の発表にわざわざ足を運んで下さった組合員の皆様、発表の練習に毎日お付き合い
いただきました中山専務理事はじめセンター職員の皆様、本当に有難う御座いました。来年も
研究成果を発表させていただきたいと思っておりますので、何卒よろしくお願い致します。

展示ブースの様子三好発表の様子

全地連「技術フォーラム 2019」岡山  参加報告
地盤技術室　三好　功季
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　ミニ講習会を 10 月 2 日 センター 3F 会議室において開催しました。教育・技術委員では、

センターで開催する見学会や、講習会、研修会などの企画、運営をしています。

今回は教育・技術委員会主催行事として、委員 3 名が講師となりセンター職員を対象に、

①「礫分粒度調整の違いが三軸試験結果に与える影響」 センター　林 峻平

②「粒度（沈降分析）試験の測定方法の検討」 センター　藤村 亮

③「洋上風力地盤調査のための繰返し単純せん断試験機の開発」 応用地質㈱　吉田 敬

に講習していただきました。ミニ講習会の目的は、実務者、設計者と試験者が交流を通じ

て不明な点などを活発に話し合うことができる、身近なセンターを目指して開催しました。

　①「礫分粒度調整の違いが三軸試験結果に与える影響」では、三軸圧縮試験の供試体作

成時、粒径が大きい際に粒度調整を行った場合、粒度の調整方法によって試験結果に影響

が出ることについての講習でした。今回の研究では、原粒度、せん頭粒度、礫補間または

相似粒度による調整を行い、供試体の作成、三軸圧縮試験を行った結果、土質、粒度調整

の違いによって、それぞれ異なる試験結果でした。今後は対象試料を限定し、粒度分布だ

けを変化させ、三軸試験結果への影響を検討するとのことです。また、将来的には土質に

よって最適な粒度調整方法を提案できることを目指すそうです。

　②「粒度（沈降分析）試験の測定方法の検討」では、粒度（沈降分析）試験の浮ひょう

読み取り後に必ず行う浮ひょうの抜き出しより、土懸濁液の撹拌および浮ひょうの上下動

による読み取り値のバラつきが懸念されるため、浮ひょうの抜き出しを行わずに沈降分析を

ミニ講習会を開催しました。
教育・技術小委員会

玉利　善徳
（報国エンジニヤリング株式会社）
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行えないかという講習でした。今回の研究では、浮ひょうを抜き出した場合と抜き出さな

い場合では、違いは小さかったものの、浮ひょうの笠部分への土粒子の堆積が一部の試料

では影響していることが考えられるようです。また、委員から「土粒子のイオン化傾向も

影響しているのでは」との意見も出ました。今後は試料のデータ数を増やすことで浮ひょ

うを抜き出さない場合でも、試験結果に影響が少ないことを確認して行き、最終的には浮

ひょうの読み取りを自動化したいとのことです。

　③「洋上風力地盤調査のための繰返し単純せん断試験機の開発」では、日本の繰返し三

軸試験機を改良し、ノルウェー標準海洋規格（NORSOK）の「繰返し単純せん断試験機」

を開発したという講習でした。まだ開発発表を行ったばかりなので、今後の国内での試験

の基準化を見据え、様々な試料や試験でデータの収集、比較を行い、試験機の精度を向上

したいとのことです。

　講習を受け、今後、長所や短所を踏まえた土質試験結果の読み取り、解析、提案へと繋

げたく思います。また、海外の規格、基準の違いにも知識の幅を広げて行きたくおもいます。

　これからも、この機会を委員会活動における、今後の企画・運営に生かして組合員の方々

にも広げていきたいと思います。
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　10 月 3 日、大阪府都市整備部令和元年度「地盤に関する講習会～地質調査についてもっ
と知ろう～」が組合会議室・試験室で開催されました。
　本研修は、第１回目の開催で、（一社）関西地質調査業協会からの協力要請によるもので、
開催協力しました。
　受講者 40 名、大阪府 3 名、（一社）関西地質調査業協会 4 名の参加でした。

　10 月 18 日、（公財）兵庫県まちづくり技術センター「令和元年地盤調査の体験・土質試
験実習に関する技術講習会」がセンター会議室・試験室を会場として開催されました。
本研修は今回で、8 回目の開催となります。
受講者 38 名、兵庫県まちづくり技術センター企画調整課 4 名、関西地質調査業協会 3 名
の参加でした。

この研修を通じて、協会や組合員へのアピールにつながれば幸いに思います。

大阪府都市整備部・兵庫県まちづくり技術
センター研修会を開催しました。
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　もうすぐ、福沢諭吉氏から渋沢栄一氏に一万円札が変わります。
私にとっては生まれた時から「一万円＝諭吉様」だったので、渋
沢栄一氏に関しては全く知りませんでした。
気になり調べたところ、日本主義の父と言われている方でした。
今回は新一万円札になる渋沢栄一氏の名言を記載致します。

（平松　記）

事業には信用が第一である。
世間の信用を得るには、世間を信用することだ。
個人も同じである。
自分が相手を疑いながら、自分を信用せよとは
虫のいい話だ

渋沢栄一
【参考文献】：https://meigen-ijin.com/shibusawaeiichi/



　兵庫県猪名川町のホームページにおいて、青少年が支えるコミュニティというページがあり

ましたので、一読してみてください。

　 江 戸 時 代、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 支 え た 組 織 の ひ と つ に「 若 者 組 」 が あ り ま し た。 

元服を終え、村の構成員となった“若イ者”は「若者組」に入り、祭礼の準備や運営、夜回り、

火事や災害時の出動、村普請などの中心となり、「若者組」の村政への影響も大きなものでした。 

　「若者組」は、おおむね 14 歳から 25 歳位で構成され、長幼の序列、規律が厳しく、当時の

青少年はその中で農業や生活の技術を習得、村の慣習や礼儀作法などを学んで一人前の村人と

なりました。

　「若者組」は時に喧嘩などで暴走し、幕府から解散令が出る事も度々でしたが、近代には「青

年団」として受け継がれ、町内でその活躍が地域コミュニティを支えています。

　近年、地域のつながりが希薄化したことによって、近所付き合いがなくなり、子どもが被害

にあう事件が起こったり、一人暮らしの方の孤独死などの問題があります。地域のつながりは、

防災や防犯をはじめ、いざという時に助け合うことができるなど、安全で安心な地域社会を作

ることにつながります。

　平成 30 年 9 月 12 日の台風 21 号では、私の住んでいる地域でも住宅の破損や停電等が起こり、

大きな被害をもたらしました。しかし、その夜には町の青年団や町会関係者が被害状況を見ま

わり危険物の撤去や声掛け等を行うなどの対応をしていました。

　私が住んでいる地域は、昔からある集落と新興地が混在しており、町の行事等は比較的多い

方です。周辺の住民の半数以上は、小中学校がほとんど同じ顔見知りが多いので、地域のつな

がりの希薄化はそこまで深刻ではないですが、何れその波に飲み込まれてしまう可能性があり

ます。今後もこのような町の行事等を大切にし、地域のつながりを大切にしていきたいと改め

て感じました。

（ハイテック（株）　曽根直樹　記）

編集後記
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　黒川ダムは、兵庫県中央部に位置する朝来市生野町に有る、ロックフィルダムである。
堤高は 98 ｍ、堤頂長は 325 ｍで発電や上水道及び工業用水を目的として、1970 年に着工され
1974 年に竣工された。
　完成当時の許可出力は 121 万 2000kw で日本最大で有ったが 1979 年に新高瀬川発電所（東京
電力・128 万 kw）が完成し一旦は日本一の座を明け渡すが。その後、発電能力を増強し現在は
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での堤高日本一は富山県の黒四ダム（186.0 ｍ）である。

（土質コンサル株式会社　飯野信雄　記）
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